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World Wetlands Day 2007

湿地と漁業そしてラムサール条約
Wetlands, fisheries and Ramsar
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ぎょかいるい),魚介類)：いわゆる漁業の対象として、魚類のほか、軟体動物（貝類やイカ類など）、甲殻類（エビやカニなど）を総称して魚介類と呼ばれる。
少なくとも10億の人々が、そしてその多くは途上国で、その主要な動物タンパク源として魚介類に依存している。そのうち３千５百万人は、フルタイムにしろパートタイムにしろ、捕獲漁業あるいは水産養殖業に直接携わっている。550億米ドル（６兆円余）もの国際貿易高を漁業は生み出しており、また水産養殖も過去30年間で世界の食料生産部門の中で最も急速に成長してきており現在消費される魚介類の３分の１を供給する。

これだけを聞くととてもよいニュースのようだが、人類が発達させてきた漁獲や養殖の技術は、海域でも淡水域でも魚介類と漁業を持続させる生態系の健全さ十分考慮してこなかった。その結果は？　漁業の多くは持続可能な管理がなされておらず、次のような悪いニュースがある：

· 海域およびほとんどの内陸水域の商業的に重要な漁業資源の75％がいまや、過剰漁獲あるいはその生物学的限界水準まで漁獲されている。
· 海産食品の需要が、過去30年に倍増し、地球全体の人口増とともにその需要も増加し続ける見込みである。
· 過剰漁獲の結果として海域の深いところでの漁獲がすでに減少し、そのために商業的漁業団はより沿岸域の近くにその漁場を移しており、多くの場合に沿岸域の小規模漁業者や職人的漁業者に対する悪影響を及ぼしている。対立や生息環境の破壊といった問題が進行しており、沿岸海洋域漁業に携わる人々の90％以上を占める小規模漁業者のために保護や共同管理のような適切な管理が必要である。
· 水産養殖の成長が、うまくいかなくなりつつある捕獲漁業があるいま、より多くの魚介類を利用可能にしつつあり、雇用の機会や重要な食料源を提供するが、しばしば環境上の問題を引き起こしている。エネルギーや化学物質の投入への著しい依存、養殖魚介類の食物としての野生の魚介類の利用、養殖池を造成するためのマングローブ湿地の破壊、個々の生息環境の汚染、非在来種の導入などが、環境上の問題として挙げられる。水産養殖の持続可能性は達成可能であるが、まだまだ広まっていない。
· 有害な漁法（制御されていないトロール漁業、ダイナマイトや魚毒の利用など）がまだまだ懸念の種であり、それらを制御する方策も多くの場合実施困難である。
· 商業魚介類の90％が収穫されている沿岸水域は各国政府の管轄下にあり、従ってそれら各国政府は沿岸域漁業を持続可能なように管理する責任を有する。しかし魚介類が国境を重んずるはずもなく、従って国々により各地域において国際的に、管理方策の協力、調整、制御が必要である。計り知れない困難がまちうけており、成功例が励ましてくれるとはいえ、このような水準の管理を達成するまでまだまだやるべきことがある。
· 先進国の消費者のたいていは幸せなことに、自分たちの魚介類の消費がおよぼす漁業資源とそれを支える生態系への影響について意識していない。ようやく「海洋管理協議会」（ＭＳＣ）のような認証システムが消費者に「持続可能な買い物」の機会を提供するようになってきたが、それが主流になるまではまだ長い道のりがある。
ラムサール条約と漁業
これらの全ての問題を湿地やラムサール条約はどこで計算に入れてゆくのか？　内陸湿地および沿岸域湿地は、魚介類と漁業を、大規模な商業的なものから生活のための漁業までの全て、また捕獲漁業から養殖までの全てのレベルで支えている。沿岸域湿地、例えばマングローブ湿地や海草群落などが、その成魚になればより深い水域に暮らす魚介類の産卵場や成育場を提供していることも加えられる。

漁業を主要に支える条約湿地もあるが、ほとんど全ての条約湿地でいくらかは魚介類を利用していると思われる。近年ラムサール条約は魚介類と漁業の重要性の認識を高めており、条約湿地選定基準には「基準７」と「基準８」にそれらに関するものが含まれているほか、漁業の保全や生産および持続可能な利用に関する決議も最近に採択された（決議Ⅸ.４）。いまや条約の152の締約国は、湿地における持続可能な漁業を確立し維持する役割を果たすことを約束したわけである。

みんなに何ができるか？

ほとんど誰もみなが漁業に何らかのかかわりをもっている。カレーに入ったクルマエビや焼き魚をほおばる消費者かもしれないし、捕獲漁業やサケ、コイ、クルマエビなどの水産養殖業に携わる生産者、持続可能な漁法の開発や実施を監督する意思決定者、あるいは水界生態系の保全に専念する環境部門かもしれない。実際のところこれらのいくつかが当てはまるだろう。

2007年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ワールド・ウェットランド・デイ),２月２日のＷＷＤ)には、みんながなんらかのやり方で、持続可能な漁業を支える湿地の価値を祝福することに参加していただきたい。そのために、誰にも持続可能な漁業に果たす役割があるのだということを強調する資料もつくっていただきたい。

［英語原文：ラムサール条約事務局 http://ramsar.org/wwd/7/wwd2007_intro_info.doc (69KB)，2006年６月；和訳：琵琶湖ラムサール研究会 http://www.biwa.ne.jp/%7enio/ramsar/outreach/wwd2007_introj.doc (60KB)，2006年６月．］







